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平成２４年３月２１日 



福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 

平成２３年度第３回総会議事録 

 

場 所：中町会館 ６階 「特別会議室」 

日 時：平成24年3月21日 午前10時～ 

 

 

議事の経過及び内容 

  午前１０時、遊佐正広 事務局長（ＪＡ福島中央会 農業対策部

長）の司会により、以下の順序に従って総会が進められた。 

 

 

１ あいさつ 

 長島俊一 会長（ＪＡ福島中央会 常務理事） 

 

 

２ 議長選出 

  議長の選任方法を遊佐事務局長から議場に諮り、事務局一任の

意見があり、事務局より長島俊一会長を提案、議場の承認を得て

長島俊一会長が議長の就任あいさつをし、議事に入る。 

 

 

３ 議事録署名人及び書記の選任 

    議長から議事録署名人及び書記の選任について議場に諮り、議

長一任の意見があり全員異議なく、議事録署名人に全農福島 米

穀部長の岩沢清隆 様及び福島第一食糧卸協同組合業務部長の山崎

重光 様を、書記には事務局を選任した。 

 

 

４ 定足数確認 

    議長から本通常総会の定足数について報告を求められ、事務局

長より会員団体数８のところ、本人出席者７名、委任状提出１名、

となり、総会の定足数に達したことを報告。 

 

 

５ 報告事項 

報告事項１「平成２３年度上期内部監査の結果について」 

 

議長より「報告事項１」について報告を求められ、事務局長よ

り内部監査の結果を報告した。 



  議長より議場に意見又は質問を求めたが質疑がなく、議事に移

った。 

 

 

６ 議事 

 

議案第１号「規約及び諸規程の一部改正(案)について」 

 

議長より、「議案第１号」について、事務局からの説明を求め

られた。 

  事務局長より、「議案第１号」については福島県農業再生協議

会（仮称）への整理・統合についての対応等により所要の規約及

び規程の整備をする改正内容について説明した。 

    議長より議場に意見又は質問を求めたところ「異議なし」との

発声があり、全員賛成により「議案第１号」は可決承認された。 

 

 

議案第２号「平成24年度事業計画(案)について」 

 議案第３号「平成24年度歳入歳出予算(案)について」 

 議案第４号「平成24年度負担金の賦課及び徴収方法(案)について」 

 議案第５号「事務経費に係る費用の負担に関する協定書(案)について」 

 

 

議長より、「議案第２号」、「議案第３号」、「議案第４号」、「議

案第５号」について、一括上程審議したいことを議場にはかり、

議場より異議なく了承されたため、事務局からの説明を求められ

た。 

  事務局長より、資料に基づき「議案第２号」については重点推

進事項等について説明、「議案第３号」については歳出歳入予算

の概要を説明した。「議案第４号」については事務に要する経費

の一部を県と中央会の負担により賄うこととし、その負担割合に

ついて説明、「議案第５号」については、議案第４号の内容を文

書で協定を締結するためのものであることについて説明した。 

 

    議長より議場に意見又は質問を求めたところ「異議なし」との

発声があり、全員賛成により「議案第２号」、「議案第３号」、「議

案第４号」、「議案第５号」は可決承認された。 

 

 

 議案第６号「平成24年産米生産数量目標調整の取組み(案)について」 

 



議長より、「議案第６号」について事務局からの説明を求めら

れた。 

  事務局長より、「議案第６号」については、24年産米の生産数

量目標の地域間調整について、本推進会議が仲介して取組む旨を

説明した。 

 

議長より議場に意見又は質問を求めた。 

 

  福島県の鈴木農林水産部部長より、生産数量目標の調整は、極力県

内調整を実施すべき意見あり。現状で出し手超過にあるため、県外方

針作成者間調整も検討せざる得ない旨議長より回答。 

 

    議長より他に議場に意見又は質問を求めたところ「異議なし」

との発声があり、全員賛成により「議案第６号」は可決承認され

た。 

 

 

 議案第７号「事務手続き等に関する付帯決議について」 

 

議長より、「議案第７号」について事務局からの説明を求めら

れた。 

  事務局長より、「議案第７号」については、東北農政局長等へ

の承認申請、会員の権利及び義務に抵触しない範囲での字句等の

修正等に関する会長への委任について説明した。 

    議長より議場に意見又は質問を求めたところ「異議なし」との

発声があり、全員賛成により「議案第７号」は可決承認された。 

 

議事終了後、議長よりすべての議案の審議を滞りなく終了した

ことへの礼を述べ、議長職を解かせていただくことを議場に告げ

退席した。 

 

 

７ 閉会 

  事務局長より、現状の地域水田協は、３７地区数、地域再生協  

 は、４３地区数に増える見込みであることを紹介した。 

  その他意見の有無を議場に確認したところ、県 鈴木農林水産 

部長より、２３年産米の安全宣言後、500ベクレル以上の米が確 

認され、本県産米の消費の減退を招く要因となったため、２４年 

産米は、関係機関・団体との協力のもと全袋検査の実施で対応す 

る旨説明し、協力を求めた。 

 



 午前１０時５０分、事務局長が本総会の閉会を告げた。 

 

 以上、この議事録が正確であることを証明するため、議長及び議

事録署名人がここに署名し、押印する。 

 

 

平成２４年３月２１日 

 

                        議長 

                        福島県水田農業産地づくり対策等推進会議 会長 

 

                       

             議事録署名人 

                        全国農業協同組合連合会福島県本部 米穀部長 

 

                       

             議事録署名人 

                       福島第一食糧卸協同組合 業務部長 

 

 

 

 

 


